
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 12月 7日 

留 学 先 大 学 ウィーン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：ドイツ文学科，（現地言語での名称）：Deutsche Philologie 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2014年8月－2015年2月 

明 治 大 学 で の 所 属 文学部文学科ドイツ文学専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

交換留学生として明治大学に来ていた方に大学生活・ウィーン生活情報を聞いた。大学のオリエンテーションは、ウィーン到

着後すぐに行くことをおすすめする。必要な情報はそこですべて手に入る。９月のドイツ語コース、Intensiv Kursに行き、最後

に行われるテストに合格すると、ほぼ全額お金が戻ってくる。ドイツ語の学習が目的だとしても、英語をしゃべる留学生も多い

ので、英語を話せるようにしておくことをおすすめする。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：      申請先：移民課 
ビザ取得所要日数：      

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：      

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

戸籍抄本、無犯罪証明書、申請書、住民票など。在日オーストリア大使館のHPを参考に、日本でそろえられる書類は日本

でそろえ、ウィーン到着後 Meldezettel など早急に手配した。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

      

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

滞在しているアパートが又貸し状態で、契約書類を出したが受け付けてもらえなかった。Stuwo などを通して WG と契約し、

それが 6か月以上であれば受け付けてもらえると思う。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現金は Citybank のカードからこちらの Bankautomat（道に設置されている日本でいう ATM）から引き出している。 

日本では au のスマートフォンを使っていたが、SIM ロックがかかっており、こちらの SIM カードが使えなかったので、こちらで８０

ユーロほどでスマートフォンを購入した。Vertragfreiehandy という種類のものを買い、SIMカード（Dreiが最も安くおすすめ、月

に１０ユーロ払いネット SMS 通話使い放題、自分は A1 だが月に２０ユーロ払い SMS 電話ネット使い放題） 

必要次第郵便物扱いで参考書やセーターなどの軽いものを日本から送ってもらった。衣類等はこちらですべて買った。  

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 JAL 

航空券手配方法 
インターネット 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 



大学最寄空港名 ウィーン空港 現地到着時刻 12：00 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他徒歩                 

移動の所要時間 15 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港からアパートへ行った。自分はドイツのフランクフルト空港に到着し、4年前ステイしていたホストファミリーを訪れてからウ

ィーンに来たので、電車で Wien Westbahnhof に到着した。そこからはタクシーで、２５ユーロほどでアパートの住所を運転手

に伝え、家まで走ってもらった。ウィーンのタクシーは安全で、大きい荷物を持っていても、トランクに運転手が積んでくれる。 

大学到着日 10 月 1日 9時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順       

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

渡航前にネットの掲示板で見つけた。8区の高級住宅だったのが、予想外で月に７００ユーロ払わなければならない上、冬は

Heizung を最高１８度に抑えなければ更に高い家賃を払わなければならず、寒い思いをしている。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9/13 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ Erasmus、それ以外の生徒と日程が違う。International Office（ウィーン大学の入り口から入って

右）の部屋でパワーポイントを使い、英語で説明を受ける。質問はいつでも可。わからないことがあ

ればオリエン終了後個別に聞けるが、公の場で聞けることはすべて聞いた方が、他の人が質問す

ることも減り、個別に聞きたいことがある時に他の人を待つ時間が減ると思うのでおすすめ。 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 
あった  なかった 

授業開始日 10 月 1日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

Meldezettel、到着後 3日以内、MA３５、直接訪問、無料 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

大学のオリエンテーション後に開設した。Bawag という名前で、申請の際にはパスポートが必要。1 週間でカードが発行され

る。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Alcatel の携帯を購入した。Saturn という電気屋で購入。最初は２０ユーロのスマホを購入したが、古いタイプでネットが遅か

ったので、店の人にその旨を伝えて２０ユーロを返金してもらい、８０ユーロで新しいスマホを購入した。 



Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

Univisonline というサイトから登録。Vorlesungsverzeichnisから希望の教科を見つけ、そこにボタンがあるのでクリックすると登

録画面に移行し、登録できる。履修登録の際に気を付けることは、登録の始まり、締切が学部により異なること。大学の HP

で履修登録期間は確認できる。Moodle は Oh-o! Meiji のようなもので、そのサイトから授業で必要なパワポや講義内容の載

ったスクリプトがダウンロードできる。自分はドイツ文学科で、とくに履修登録の際定員オーバーのトラブルはなかったが、法学

部は定員オーバーが起こっていて苦労していたので、早めの登録をおすすめする。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                         友人と 

日帰り旅行 

      

8:00 
起床                         Graz       

9:00 
テニス（Erdberg の

テニスクラブで） 

ジョギング ジョギング テニス 授業 Salzburg 自習 

10:00 
サウナ シャワー、支度       サウナ 授業 Budejovice 自習 

11:00 
サウナ 自習 自習 サウナ 授業 Sopron など スケート 

（Kagran のリン

クで） 

12:00 
シャワー、着替え、

支度 

      昼食 シャワー 昼食、自習       スケート 

13:00 
スーパーで 3日分

ほどの食材調達 

      授業       バレエ（USI）       スケートの友人

とお茶 

14:00 
            授業       バレエ、移動       お茶 

15:00 
授業 授業 授業 

カフェで自習 

授業 授業       自習 

16:00 
授業 授業 カフェで自習 授業 授業       自習 

17:00 
友達とお茶など カフェで自習 カフェで自習 カフェで自習 授業             

18:00 
オペラ、バレエなど

を観に行く 

語学学校 

（IKI、力がつく、 

おすすめ！） 

授業 語学学校 自習             

19:00 
      語学学校 授業 語学学校 自習             

20:00 
      語学学校 授業 語学学校                   

21:00 
                              帰宅、掃除       

22:00 
                              洗濯       

23:00 
                              就寝 就寝 

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ウィーン大学は、ドイツ語圏で最も古い大学です。建物はとても広く、4 か月経った今でも迷うことがあります。知名度が高い

こともあり、平日授業がある日に観光客が大学を訪れているのをよく目にします。建物は階段や像がとても豪華で美しく、一

見の価値があります。ErasmusUni Wien のサイトで、山登り、伝統的レストランでの食事、美術館訪問などのイベントが多数掲

示され、それらへの参加を通して、主にヨーロッパの国々の友人が出来るでしょう。Deutsche Philologie、Japanologie の

Vorlesung では聞くのが中心の講義形式で、ドイツ文学史という明治大学の授業をとった方には Der mittelaelterliche 

Erzaehler という授業が面白いのではないかと思います。Kultur Japans の Ina Hein 教授は日本語も達者で優しく、Die 

Bevoelkerungsentwicklung in Japan というコースでは 10 人程度の少人数でアットホームな雰囲気で、質問が気軽にでき、

プレゼンテーションも一度する機会があり、個人的におすすめです。オペラ、バレエ、劇場は１９時から、昼からなど様々な時

間帯があり、例えばバレエは立ち見だと 3 ユーロで見ることも可能です。また USI WIEN で検索すると、USI というサイトにつな

がり、様々なスポーツをすることができ、値段はとても手頃です。私は週1でバレエのMaessig Fortgeschnittene のクラスを

1 セメスター60 ユーロほどで受講しました。テニスを習うのならば、Erdberg にある Wiener Sporthotel がおすすめです。ウィ

ーンにはまた、寿司屋が本当にたくさんあります。その結果、現地の人は寿司が日本の家庭料理だと思っている人が多いで

す。またその年のオーストリアの祝日をネットで検索して、前もって祝日を知っておくとよいです。オーストリアの祝日は日曜日

の様に、大体のスーパーや洋服を買うお店は閉まっています。スロバキア、チェコ、ハンガリーにあるウィーンから１００Kｍ圏

内の都市へは、Euregioticket という電車の日帰りのチケットを Oebb のカウンターまたは Ticketautomat で買い、例えば

Bratislava というスロバキアの街へは往復 15 ユーロで行くことが可能です。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ウィーン大学にはたくさんの学部があります。ドイツ語が母国語ですが、英語でも事足ります。授業でわからないことがあって

も、授業中や授業後に教授に質問すれば、答えてくれる優しい教授がたくさんいます。また、物事の具体的数字（日本の総

人口、日本人の平均所得など）を言えると、他国からきた留学生や現地の人々とのコミュニケーションに役に立つでしょう。

留学前はとにかく英語、ドイツ語のボキャブラリーを増やしておくと、こちらでのコミュニケーション、授業がうまくいくと思いま

す。また、日本にいる間も様々な年齢層、分野の人と話して、こちらでも様々な人と話ができる練習をしておくといいと思いま

す。 

 


